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講義概要 科目「建築法規」では扱わなかった関連法規類（都市計画法、消防法、バリアフリー法、耐震改修促進法 

など）について概説する。たとえば、都市計画法は都市の骨格を規定する土地利用の用途区分や道路など都市
施設を定める都市計画に関すること等定めた法律であり、このような関連法規について習得する。 

授業計画 1 5-1避難関係規定 
建排煙設備・非常用照明装置
非常用進入口 
内装制限が適用される建築物
ミニテストと解説(AL1) 
復習：ミニテスト復習（AL4) 
予習：次回内容 

2 5-2-1避難関係規定・一般構造 
反転授業第1回：ミニテストの復習解説(AL3) 
階避難安全検証法 
全館避難安全検証法
居室の採光 
ミニテストと解説(AL1) 
復習：ミニテスト復習（AL4) 
予習：次回内容 

3 5-2-2一般構造・建築設備 
反転授業第2回：ミニテストの復習解説(AL3) 
長屋又は共同住宅の各戸の界壁 
階段・昇降機 
ミニテストと解説(AL1) 
復習：ミニテスト復習（AL4) 
予習：次回内容 

4 6-1構造強度 
反転授業第3回：ミニテストの復習解説(AL3) 
構造耐力 
構造計算 
構造計算の原則 
ミニテストと解説(AL1) 
復習：ミニテスト復習（AL4) 
予習：次回内容 

5 6-2構造強度 
反転授業第4回：ミニテストの復習解説(AL3) 
木造 
鉄骨造 
鉄筋コンクリート造 
ミニテストと解説(AL1) 
復習：ミニテスト復習（AL4) 
予習：次回内容 

6 7-1都市計画区域等における制限（集団規定） 
反転授業第5回：ミニテストの復習解説(AL3) 
道路の定義 
接道義務 
道路内の建築制限 
ミニテストと解説(AL1) 
復習：ミニテスト復習（AL4) 
予習：次回内容 

7 7-2-1都市計画区域等における制限（集団規定） 
反転授業第6回：ミニテストの復習解説(AL3) 
用途制限 
卸売市場の位置 
異なる用途地域にわたる場合
ミニテストと解説(AL1) 
復習：ミニテスト復習（AL4) 
予習：次回内容 

8 7-2-2都市計画区域等における制限（集団規定） 
反転授業第7回：ミニテストの復習解説(AL3) 
容積率 
建ぺい率 
ミニテストと解説(AL1) 
復習：ミニテスト復習（AL4) 
予習：次回内容 
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 9 8-1都市計画区域等における制限（集団規定） 
反転授業第8回：ミニテストの復習解説(AL3) 
外壁後退・壁面線 
絶対高さ 
道路斜線制限 
ミニテストと解説(AL1) 
復習：ミニテスト復習（AL4) 
予習：次回内容 

10 8-2都市計画区域等における制限（集団規定） 
反転授業第9回：ミニテストの復習解説(AL3) 
隣地斜線制限 
北側斜線制限 
ミニテストと解説(AL1) 
復習：ミニテスト復習（AL4) 
予習：次回内容 

11 9-1建築協定等 
反転授業第10回：ミニテストの復習解説(AL3) 
都市計画に基づく各種の規制 
建築協定 
仮設建築物 
ミニテストと解説(AL1) 
復習：ミニテスト復習（AL4) 
予習：次回内容 

12 9-2-1罰則等 
反転授業第11回：ミニテストの復習解説(AL3) 
適用除外 
罰則 
ミニテストと解説(AL1) 
復習：ミニテスト復習（AL4) 
予習：次回内容 

13 9-2-2都市計画法 
反転授業第12回：ミニテストの復習解説(AL3) 
都市計画 
開発行為の許可 
ミニテストと解説(AL1) 
復習：ミニテスト復習（AL4) 
予習：次回内容 

14 10-1消防法等 
反転授業第13回：ミニテストの復習解説(AL3) 
消防法 
消防用設備の設置基準・屋内消火栓 
高齢者障害者の移動等の円滑化の促進に関する法律
ミニテストと解説(AL1) 
復習：ミニテスト復習（AL4) 
予習：次回内容 

15 10-2耐震改修法等 
反転授業第14回：ミニテストの復習解説(AL3) 
建築物の耐震改修の促進に関する法律 
住宅の品質確保の促進等に関する法律 
建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律
ミニテストと解説(AL1) 
復習：ミニテスト復習（AL4) 

授業形態 講義 
アクティブラーニング：①:15 回,②:0 回,③:14回,④:15 回,⑤:0 回,⑥:0 回 

達成目標 1) 関連法規が法令の意味するところとそれらの相互の関連性及び都市づくりとの関わり方を理解する。 

（基礎） 
２）関連法規が都市計画においてどのような役割を担っているかを理解する。（応用） 

評価方法・フィー 
ドバック 

授業内の発言と小テスト：20%、自宅学習：20%、定期試験：60% 
小テスト等は授業内にて結果をフィードバックする。 

評価基準 総合点が100点満点で60点以上の者に単位を与える。 
秀（１〜２）：100～90、優（１〜２）：89～80、良（１）：79～70、可（１）：69～60、不可：59以下 

教科書・参考書 ・建築基準法関係法例集 建築資料研究社・日建学院編 建築資料研究社刊 
・改訂版 図説 やさしい建築法規 今村仁美・田中美都 学芸出版社 

履修条件 特になし 

履修上の注意 建築業務と建築行政における法令の役割について関心をもって参加すること。 

準備学習と課題の 
内容 

授業中に行う小テストは確実に理解し、不足分は宿題を含む自宅学習にて補足すること。 
各授業終了時に次回の授業内容を予告するので、教科書等でイメージしておくことが望ましい。 

ディプロマポリ 
シーとの関連割合 
（必須） 

知識・理解:50％,思考・判断:15％,関心･意欲:15％,態度:10％,技能・表現:10％ 

DP1 知識・理解  

DP2 思考判断  

DP3 関心意欲  

DP4 態度  

DP5 技能・表現  
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